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『
醒
世
姻
縁
伝
』

｜
｜
作
者
と
成
書
年
代
を
中
心
に
｜
｜

研
究
序
説

池
田

麻
希
子

(1
) 

『
醒
世
姻
縁
伝
』
は
明
代
の
山
東
地
方
を
舞
台
に
、
因
果
応
報
に
よ
る
夫
婦
の
確
執
を
二
つ
の
世
代
に
亘
っ
て
描
い
た
長
編
小
説
で
あ
る
。-42-

一
九
三
三
年
に
発
表
さ
れ
た
胡
適
の
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
考
証
」
以
来
、
そ
の
作
者
、
成
書
年
代
に
つ
い
て
様
々
な
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
未
だ
定
説
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
作
者
、
成
書
年
代
に
関
す
る
最
近
の
説
を
中
心
に
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
研
究
史

を
概
括
し
て
み
た
い
。

一
、
作
者
に
つ
い
て

現
存
す
る
『
醒
世
姻
縁
伝
』
で
は
、
「
引
起
」
に
「
西
周
生
輯
著

「
弁
語
」
、
東
嶺
学
道
人
の
識
語
、
葛
受
之
の
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

然
慕
子
較
〔
校
〕
定
」
と
記
き
れ

そ
の
他
に
環
碧
主
人
に
よ
る

い
ず
れ
も
筆
名
で
あ
っ
て
、
実
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
作
者
と
さ
れ
る
西
周
生
に
関
し
て
は
、
様
々
な
考
証
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、現
在
、
以
下
の
四
説
が
主
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。



（
ご
蒲
松
齢
説

山
東
楢
川
の
文
人
蒲
松
齢
（
崇
禎
十
三
〔
一
六
四
O
〕
年
i

康
照
五
十
四
〔
一
七
一
五
〕
年
）

に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
。
そ
の
論
拠
は
次
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

西
周
生
を
、

で
あ
る
と
す
る
説
は
、
胡
適

1

、
『
珊
斎
志
異
』
に
は
恐
妻
を
テ
l

マ
と
し
た
話
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
特
に
「
江
城
」
は
「
醒
世
姻
縁
伝
』
と
物
語
の
内
容
、
構
成
が

酷
似
し
て
い
る
。

2

、
楊
復
吉
の
「
夢
閥
墳
筆
』
中
に
、
飽
廷
博
の
言
葉
と
し
て
「
蒲
松
齢
に
は
ま
だ
「
醒
世
姻
縁
』
と
い
う
小
説
が
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
て

い
ヲh
v。

3

、
孫
指
第
が
『
醒
世
姻
縁
伝
』
中
に
描
写
さ
れ
て
い
る
地
理
、
災
害
、

人
物
を
済
南
府
下
の
各
県
の
地
方
誌
と
照
合
し
た
結
果
、
『
醒
世

(4
) 

姻
縁
伝
』
の
作
者
は
崇
禎
年
聞
か
ら
康
照
年
間
の
楢
川
或
い
は
章
丘
の
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
条
件
に
最
も
か
な
う
人
物
は-43-

蒲
松
齢
で
あ
る
。

4

、
「
醒
世
姻
縁
伝
』
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
山
東
方
言
は
、
柳
斎
但
曲
中
の
も
の
と
意
味
、

用
法
共
に
一
致
す
る
。

こ
の
胡
適
の
考
証
を
支
持
す
る
徐
北
文
、
厳
雲
受
の
両
氏
は
、
胡
適
の
考
証
へ
の
反
対
意
見
に
反
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
蒲
松

齢
説
を
主
張
し
て
い
る
。
厳
氏
は
、
更
に
『
醒
世
娼
縁
伝
』
と
柳
斎
僅
曲
と
の
思
想
面
、
言
語
面
で
の
共
通
点
を
挙
げ
て
お
り
、
李
永
祥

氏
も
、
一
条
鞭
法
に
対
す
る
蒲
松
齢
の
考
え
や
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
と
柳
斎
但
曲
の
一
つ
「
穣
炉
児
』
の
共
通
点
か
ら
、
蒲
松
齢
説
を
唱

え
て
い
る
。

（
二
）
非
蒲
松
齢
説



荒
、
劉
階
平
、

胡
適
の
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
考
証
」
に
対
す
る
反
論
を
中
心
と
し
て
、
作
者
は
蒲
松
齢
で
な
い
と
い
う
証
拠
を
挙
げ
て
い
る
の
が
、
路
大

田
嘆
の
各
氏
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
更
に
考
証
を
進
め
て
作
者
を
推
定
し
た
も
の
が
、
次
の
三
説
で
あ
る
。

①
山
東
章
丘
人
説

(7
) 

西
周
生
を
山
東
章
丘
の
人
と
す
る
説
は
、
主
に
金
性
嘉
、
徐
朔
方
の
両
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
特
に
金
氏
は
、
北
京
に
行
っ
た

こ
と
も
な
く
、
職
歴
も
幕
客
と
塾
の
先
生
く
ら
い
だ
っ
た
蒲
松
齢
に
と
っ
て
、
錦
衣
衛
の
様
子
や
活
動
に
つ
い
て
想
像
で
は
書
け
な
い
と
指

摘
す
る
等
、
作
者
蒲
松
齢
説
を
様
々
な
観
点
か
ら
否
定
し
て
お
り
、
ま
た
両
氏
と
も
第
二
十
六
回
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
続
江

(8
) 

丘
）
県
明
水
鎮
の
風
俗
の
低
下
を
嘆
い
た
次
の
一
文
を
、
論
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

章

「
一
這
明
水
鎮
的
地
方
、
若
依
了
数
十
年
先
、
或
者
不
敢
比
得
唐
虞
、
断
亦
不
亜
西
周
的
風
景
」
（
こ
の
明
水
鎮
の
辺
り
は
、
数
十
年
前
な

-44-

ら
ば
、
嘉
、
舜
の
御
代
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
西
周
時
代
の
風
景
に
は
ま
た
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
無
か

(9
) 

っ
た
）
。

こ
の
文
中
に
「
西
周
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
西
周
生
と
は
、
山
東
章
丘

（
明
水
鎮
）人
を
暗
示
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
各
氏
と
も
人
物
を
特
定
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

②
丁
耀
充
説

西
周
生
を
「
続
金
瓶
梅
』

山
東
諸
城
の
文
人
、
丁
耀
充
（
字
は
西
生
、
万
暦
二
十
七

と
す
る
説
は
、
ま
ず
王
素
存
氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
。
王
氏
は
「
西
周
生
」
と
は
河
南
人
を
意
味
し
、
登
場
人
物
の
一
人

の
作
者
で
あ
る
、

〔
一
五
九
九
〕
年
i

康
県
八

六
六
九
）
年
）



で
、
河
南
人
で
あ
る
那
皐
門
を
指
す
と
す
る
。
那
皐
門
は
、
晃
思
孝
の
幕
友
を
務
め
る
才
徳
兼
ね
備
え
た
完
壁
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
お

り
、
王
氏
は
、
丁
耀
充
が
清
廉
な
役
人
で
あ
っ
た
父
を
早
く
に
失
っ
た
点
が
、
那
皐
門
の
経
歴
と
一
致
す
る
点
か
ら
、
那
皐
門
は
作
者
で
あ

（
日
）

る
丁
耀
充
が
自
身
を
投
影
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
晃
思
孝
、
晃
源
親
子
の
モ
デ
ル
は
、
丁
耀
充
が
か
つ
て
そ
の
下
に
遊

学
し
た
董
其
昌
、
祖
常
親
子
で
あ
り
、
作
中
の
北
京
の
描
写
が
詳
細
な
の
は
、
丁
耀
充
が
長
く
北
京
に
住
ん
で
い
た
た
め
だ
ろ
う
と
述
べ
て

い
る
。
そ
の
他
、
田
瑛
氏
が
『
続
金
瓶
梅
』
と
の
比
較
、
「
西
周
生
」
「
東
嶺
学
道
人
」
の
筆
名
解
釈
、
作
中
に
投
影
さ
れ
た
丁
耀
充
の
生
涯

等
か
ら
の
考
証
を
行
い
、
張
清
吉
氏
も
、
筆
名
と
本
事
か
ら
丁
耀
充
説
を
主
張
し
て
い
る
。
大
塚
秀
高
氏
も
、
丁
耀
充
が
恐
妻
を
扱
っ
た
文

学
作
品
を
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
点
や
、
晩
年
の
詩
に
自
然
現
象
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
点
か
ら
、
同
様
に
恐
妻
を
扱
い
、
ま
た
自
然

（
ロ
）

現
象
の
描
写
が
詳
細
で
あ
る
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
作
者
と
、
執
筆
態
度
が
一
致
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
張
清
吉
氏
は
近
年
、
「
醒
世

（
日
）

姻
縁
伝
新
考
』
を
著
し
た
。
張
氏
は
第
一
章
で
西
周
生
を
蒲
松
齢
又
は
章
丘
人
と
す
る
説
に
反
論
し
、
作
者
は
丁
耀
充
で
あ
る
と
述
べ
た

後
、
第
二
章
で
は
丁
耀
充
の
生
涯
、
思
想
、
気
質
、
著
作
に
見
ら
れ
る
特
徴
が
ど
の
よ
う
に
『
醒
世
姻
縁
伝
』
に
投
影
き
れ
て
い
る
か
を
検
-45-

証
し
、
以
下
の
章
で
筆
名
、
本
事
、
方
言
、
「
続
金
瓶
梅
』
と
の
比
較
、
成
書
年
代
の
面
か
ら
、
第
二
章
で
行
っ
た
検
証
に
更
に
考
証
を
加

え
て
い
る
。
そ
の
要
点
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

1

、
「
西
周
生
」
「
環
碧
主
人
」
「
東
嶺
学
道
人
」
は
い
ず
れ
も
丁
耀
充
の
筆
名
で
あ
り
、
校
訂
者
「
然
葉
子
」
は
、
丁
耀
充
の
甥
の
丁
季
佳
、

評
を
付
し
た
「
葛
君
」
は
丁
耀
充
の
作
品
に
し
ば
し
ば
序
を
付
し
た
李
澄
中
で
あ
る
（
「
第
三
章
グ
化
名
。
考
」
）
。

2

、
作
中
に
描
か
れ
る
事
件
、
人
物
、
地
理
等
の
本
事
は
丁
耀
充
の
事
跡
に
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
九
十
回
で
晃
梁
が
、母
親
晃
夫
人

の
高
齢
を
理
由
に
北
京
で
の
仕
官
を
断
っ
た
の
は
、
丁
耀
尤
も
ま
た
母
親
の
高
齢
を
理
由
に
恵
安
知
県
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

（
日
）

の
で
あ
る
（
「
第
四
章
F

本
事
。
考
」
）
。



3

、
作
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
山
東
方
言
は
、
基
本
的
に
は
蒲
松
齢
の
郷
里
治
川
の
も
の
で
は
な
く
、
丁
耀
充
の
郷
里
諸
城
で
使
用
さ
れ
る

魯
東
方
言
で
あ
る
。
作
中
で
は
他
に
北
京
方
言
や
呉
方
言
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
丁
耀
充
が
北
京
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
、
蘇

州
や
杭
州
に
遊
学
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
「
第
五
章
グ
方
言
。
考
」
）
。

4
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
と
『
続
金
瓶
梅
』
は
、
思
想
、
言
語
、
構
成
の
面
に
お
い
て
共
通
点
が
見
ら
れ
、
ま
た
似
た
よ
う
な
場
面
描
写
が
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
じ
作
者
の
手
に
よ
る
作
品
と
考
え
ら
れ
る

（
「
第
六
章
《
醒
世
姻
縁
伝
》
与
《
続
金
瓶
梅
》
」
）
。

以
上
が

『
醒
世
姻
縁
伝
新
考
』
に
お
け
る
丁
耀
充
説
の
論
拠
で
あ
る
。
張
清
吉
氏
の
考
証
は
非
常
に
詳
細
で
あ
り
同
意
で
き
る
点
も
見

ら
れ
る
が

一
方
で
、
本
事
等
で
は
無
理
に
丁
耀
克
の
事
跡
に
結
び
付
け
た
と
感
じ
ら
れ
る
点
も
少
な
く
な
く
、
徐
復
嶺
、
孫
玉
明
の
各
氏

（
日
）

は
、
『
醒
世
姻
縁
伝
新
考
」
に
対
す
る
反
論
を
行
っ
て
い
る
。

③
買
亮
西
説

46 

西
周
生
を
山
東
曲
阜
の
鼓
詞
作
家
、
買
亮
西
（
万
暦
十
七

〔
一
五
八
九
〕
年
i

康
照
十
四
〔
一
六
七
五
〕
年
）
と
す
る
説
は
、
徐
復
嶺
氏

『
醒
世
姻
縁
伝
作
者
和
語
言
考
論
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
『
醒
世
姻
縁
伝
作
者
和
語
言
考
論
』
は
、
作
者

に
よ
り
提
唱
さ
れ
、
徐
氏
の

買
亮
西
説
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
た
「
上
編
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
考
排
」
と
、
作
中
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
語
法
、
方
言
の
解
釈
や
、

一
九
八
一
年
に
上
海
古
籍
出
版
社
か
ら
出
版
き
れ
た
『
醒
世
姻
縁
伝
』

の
、
注
釈
の
訂
正
補
義
等
を
行
っ
た
「
下
編
《
醒
世
姻
縁
伝
》
語
言

散
論
」
か
ら
成
る
。
こ
こ
で
は
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
作
者
論
に
関
す
る
上
編
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

「
上
編
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
考
排
」
は
七
つ
の
章
か
ら
成
り
、ま
ず
最
初
の
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
其
書
与
作
者
西
周
生
之
謎
」
で
、
作
者

問
題
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
詳
細
に
ま
と
め
た
う
え
で
、
作
者
は
買
亮
西
で
あ
る
と
の
説
を
打
ち
出
し
、
続
く
章
で
そ
の
根
拠
を
述



べ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
要
点
を
列
挙
す
る
。

1

、
「
醒
世
姻
縁
伝
』
の
創
作
は
明
の
崇
禎
年
間
末
期
か
ら
始
ま
り
、
清
の
順
治
十
八
年
に
完
成
し
た
と
思
わ
れ
る

（
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
成

書
於
順
治
年
間
」
）
。

（
日
）

2

、
物
語
の
舞
台
は
、
主
に
武
城
、
章
丘
と
な
っ
て
い
る
が
、
方
位
や
位
置
関
係
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
充
州
の
地
理
、
歴
史

に
精
通
し
て
お
り
、
作
中
の
方
言
が
充
州
、
曲
阜
一
帯
で
使
用
さ
れ
る
魯
南
方
言
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
は
充
州
府
人
と
思
わ
れ
る

（
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
系
充
州
府
人
所
作
」
）
。

3

、
上
記
の
条
件
（
清
朝
順
治
年
間
の
充
州
府
人
）
に
最
も
か
な
う
人
物
は
買
亮
西
で
あ
る
。
ま
た
買
亮
西
の
経
歴
、
思
想
、
文
学
修
養
面

か
ら
見
て
も
、
西
周
生
と
一
致
す
る
点
は
多
い

（
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
作
者
是
買
亮
西
」
）
。
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4

、
「
西
周
生
」
「
東
嶺
学
道
人
」
「
環
碧
主
人
」
は
い
ず
れ
も
買
亮
西
の
筆
名
で
あ
り
、
校
訂
者
「
然
葉
子
」
は
買
亮
西
の
友
人
丁
耀
充
の

（
「
従
署
名
看
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
作
者
是
買
亮
西
」
）
。

こ
と
で
あ
る

5

、
頁
亮
西
の
作
品
『
歴
代
史
略
鼓
詞
」
、
『
櫓
圃
恒
言
』
等
と
『
醒
世
姻
縁
伝
」
と
は
、
作
中
に
使
わ
れ
て
い
る
方
言
（
魯
南
方
言
）
、
歴

史
典
故
、
文
法
上
の
特
徴
な
ど
に
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
中
に
は
、文
の
省
略
、
言
葉
の
重
複
、
語
順
の
混
乱
、

登
場
人
物
の
誕
生
日
が
前
後
で
食
い
違
う
な
ど
、
作
者
が
成
書
後
に
推
敵
を
加
え
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
滋

陽
県
誌
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
買
亮
西
の
執
筆
態
度
と
一
致
す
る

「
従
言
語
特
征
看
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
作
者
是
買
亮
西
」
）
。

以
上
の
、
徐
復
嶺
氏
の
唱
え
る
買
亮
西
説
に
対
し
て
は
、
徐
朔
方
氏
が
「
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
詩
詞
に
は
佳
作
と
呼
べ
る
も
の
が
な
く
、

北
京
の
平
則
門
、
順
承
門
を
作
中
で
は
平
子
門
、
順
城
門
と
作
っ
て
い
る
点
か
ら
、
文
人
で
あ
る
蒲
松
齢
、
買
亮
西
の
手
に
よ
る
作
品
で
は

（
却
）

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
醒
世
姻
縁
伝
新
考
』
に
対
す
る
徐
復
嶺
氏
ら
の
反
論
の
よ
う
な
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
反
買
亮
西
論



は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

作
者
に
関
す
る
以
上
の
代
表
的
な
四
説
の
他
に
、
最
近
新
た
に
王
立
鵬
氏
に
よ
り
、
集
団
創
作
説
が
提
唱
さ
れ
た
。
王
氏
は
、
前
半
二
十

二
回
は
失
意
の
文
人
に
よ
る
中
編
小
説
、
後
半
七
十
八
回
は
集
団
創
作
に
よ
る
長
編
小
説
で
、
作
者
の
西
周
生
は
、そ
の
前
半
と
後
半
を
組

み
合
わ
せ
た
人
物
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
集
団
創
作
説
を
含
め
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
作
者
に
つ
い
て
の
各
説
に
は
、い
ず

れ
も
検
討
す
べ
き
点
が
多
く
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
状
況
で
あ
る
。

二
、
成
書
年
代
に
つ
い
て

「
辛
丑
清
和
望
後
午
夜
酔
中
書
」
と
い
う
環
碧
主
人
の
署
名
、
作
中
に
見
ら
れ
る
歴
史
事
実
の
検
証
、
避
詩
、の
三
点
か
ら
考
証
が
行
わ
れ
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『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
成
書
年
代
は
、
作
者
を
特
定
し
て
ゆ
く
上
で
も
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
主
に
「
弁
語
」
末
尾
に
記
さ
れ
た

て
き
た
。
現
在
ま
で
に
、
以
下
の
諸
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
明
末
崇
禎
年
間
説

王
王

義
苗王

大
為

胡
万
)|| 
グ〉

各
氏

よ
り
提

き
れ
て

るき

王
氏
は

周
紹
良
氏
所
蔵
本

王
氏
は
最
も
早

時
期
グ〉

刊
本
と
す
る

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
）
を
検
証
し
、
こ
の
本
が
康
照
帝
の
名
「
玄
樺
」
の
「
玄
」
の
字
を
避
詳
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
成
書
の
下
限

を
順
治
年
間
以
前
と
し
、
崇
禎
帝
の
名
「
由
検
」
を
避
詳
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
作
中
「
如
今
（
現
在
）
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
記
き

れ
て
い
る
歴
史
事
実
は
、
全
て
崇
禎
年
間
の
出
来
事
で
あ
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、
成
書
は
明
代
末
期
の
崇
禎
年
間
と
判
断
し
て
い
る
。
曹
氏



も
王
氏
の
説
を
支
持
し
、
避
議
と
歴
史
事
実
か
ら
同
様
の
見
解
に
至
っ
て
い
る
。
胡
氏
は
、
作
中
で
時
代
を
表
す
際
に
使
わ
れ
る
「
本
朝
」

「
我
朝
」
、
皇
帝
を
称
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
「1
1

爺
」
と
い
う
言
葉
は
、
清
代
の
小
説
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
『
三
言
二
拍
」
を
初

め
と
す
る
明
代
の
小
説
と
、
『
女
仙
外
史
』
「
酔
醒
石
』
等
の
清
代
初
期
の
小
説
か
ら
例
を
引
い
て
証
明
し
て
お
り
、
成
書
は
清
代
初
期
で
な

く
、
明
代
末
期
（
崇
禎
年
間
末
期
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

明
代
の
刻
本
が
な
い
の
は
、
明
末
清
初
の
戦
乱
に
よ
り
、
刊
刻
が
遅
れ
た
た
め

だ
と
述
べ
て
い
る
。

（
ニ
）
清
、
順
治
十
八
二
六
六
ご
年
説

田
瑛
氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
る
。
田
氏
は
、
第
三
十
一
回
に
見
え
る
李
粋
然
が
清
代
初
期
に
ま
だ
在
世
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、
実
在
の
人

物
の
事
跡
は
当
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
記
さ
れ
る
の
が
普
通
だ
と
指
摘
す
る
等
、
明
代
成
書
説
を
否
定
す
る
理
由
を
幾
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
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ま
た
、
康
照
帝
の
名
の
「
玄
」
字
を
避
詳
し
て
い
な
い
点
や
、
作
中
に
見
え
る
、

明
朝
を
称
揚
す
る
よ
う
な
描
写
は
、
文
字
獄
の
厳
し
か
っ

た
康
照
帝
の
時
代
に
は
不
可
能
だ
と
す
る
点
等
か
ら
、
成
書
は
康
照
年
間
以
前
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
「
弁
語
」
に
一
記
さ
れ
た
干
支
「
辛
丑
」

に
あ
た
る
万
暦
二
十
九

（
一
六O
ご
年
、
順
治
十
八

（
一
六
六
二
年
、
康
照
六
O

（
一
七
二
二
年
の
う
ち
、
順
治
十
八
年
が
成
書
年

に
該
当
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
徐
朔
方
氏
も
、
曹
大
為
氏
が
「
《
醒
世
姻
縁
》
的
版
本
源
流
和
成
書
年
代
」
で
歴
史
事
実
の
検
証
に

ト
a－n
ノ
、

明
代
末
期
成
書
説
を
唱
え
た
こ
と
に
対
し
、
あ
る
作
品
が
あ
る
年
の
事
実
を
述
べ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
年
に
完
成
し
た
と
は
限

ら
な
い
と
し
て
、

明
代
末
期
成
書
説
に
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
田
瑛
氏
同
様
、
「
弁
語
」
の
干
支
「
辛
丑
」
に
注
目
し
て

い
る
が
、
『
舶
載
書
目
』

二
年
、
康
県
六

O

（
一
七
二
二
年
の
ど
ち
ら
か
が
該
当
す
る
は
ず
だ
、

の
記
録
に
よ
る
『
醒
世
姻
縁
伝
』
成
書
年
代
の
下
限
（
一
七
二
八
年
。
後
述
す
る
）

と
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。

か
ら
、
順
治
十
八

（
一
六
六



（
三
）
清
、
康
照
五
（
二
ハ
六
六
）
年
説

（
お
）

こ
の
説
を
唱
え
て
い
る
の
は
、
張
清
吉
、
大
塚
秀
高
の
各
氏
で
あ
る
。
作
者
丁
耀
充
説
を
と
る
張
氏
は
、
著
書
に
お
い
て
、
『
醒
世
姻
縁

伝
』
は
、
丁
耀
充
が
福
建
恵
安
知
県
を
辞
職
し
て
郷
里
に
帰
っ
た
順
治
十
八
（
一
六
六
二
年
に
書
き
始
め
、
康
照
五
（
一
六
六
六

年

完
成
さ
せ
た
と
す
る
説
を
、
丁
耀
充
の
詩
を
引
き
つ
つ
検
証
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
丁
耀
充
が
康
照
四
年
に
『
続
金
瓶
梅
』
の
た
め
に
捕
ら

え
ら
れ
た
際
、
北
京
で
作
っ
た
詩
（
《
長
安
再
逢
曹
顧
庵
学
士
》
）の
題
目
の
下
に
「
時
に
大
工
未
だ
成
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
は

囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
た
め
、
完
成
間
近
い

『
醒
世
姻
縁
伝
』
を
、
未
だ
脱
稿
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
を
指
す
と
す
る
。
ま
た
大
塚
氏
も
、

丁
耀
充
を
「
醒
世
姻
縁
伝
』
の
作
者
と
す
る
な
ら
ば
、
晩
年
の
詩
作
に
自
然
現
象
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
点
か
ら
、
同
様
に
自
然
描
写
の
詳

細
な
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
執
筆
時
期
も
晩
年
に
相
当
す
る
と
し
、
や
は
り
順
治
十
八
年
頃
か
ら
書
き
始
め
、
康
県
四
、
五
年
頃
に
完
成
さ
せ

50-

た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
し
、
張
清
吉
氏
の
意
見
に
対
し
て
徐
復
嶺
氏
は
、
例
え
ば
張
氏
が
「
弁
語
」
は
グ
前
口
上
。
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
し
て
、

「
辛
丑
」
を
執
筆
開
始
時
の
年
号
と
見
な
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
「
弁
語
」
中
に
は
「
読
西
周
生
《
姻
縁
奇
伝
》
、
始
慢
然
悟
、
都
然
解
」

（
西
周
生
の
《
姻
縁
奇
伝
》
を
読
ん
で
、
始
め
て
な
る
ほ
ど
と
悟
り
、
釈
然
と
し
た
の
で
あ
っ
た
）

（
出
）

は
成
書
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
と
反
論
し
て
い
る
。

と
の
言
葉
が
見
え
る
点
か
ら
、
「
弁
語
」

（
四
）
清
、
康
照
年
間
説

（
幻
）

こ
の
説
は
、
作
者
蒲
松
齢
説
を
と
る
孫
楕
第
、
胡
適
、
李
永
祥
の
各
氏
が
提
唱
し
て
い
る
。
孫
棺
第
氏
は
、
第
三
十
一
回
に
見
え
る
実
在



の
人
物
、
李
粋
然
の
事
跡
の
考
証
を
通
し
て
、
成
書
年
代
は
崇
禎
年
間
以
前
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
『
済
南
府
誌
』
、
『
章
丘

県
誌
』
、
『
浦
川
県
誌
』
を
引
い
て
の
作
中
の
災
害
の
年
代
考
証
を
行
っ
た
結
果
を
考
え
合
わ
せ
、
書
中
で
述
べ
て
い
る
出
来
事
は
、
崇
禎
年

聞
か
ら
康
照
三
、
四
十
年
間
の
こ
と
な
の
で
、
成
書
年
代
は
康
照
年
間
だ
と
し
て
い
る
。
胡
適
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
考
証
」
で
は
孫
楢
第
氏

の
考
証
に
補
足
す
る
形
を
と
り
、
『
珊
斎
全
集
』
中
の
「
康
照
四
十
三
年
記
災
前
篇
」
に
記
さ
れ
た
、
康
照
四
十
二
年
の
災
害
の
様
子
が
、

第
九
十
回
の
成
化
十
四
年
の
武
城
県
の
災
害
の
描
写
と
、

日
付
ま
で
も
一
致
す
る
と
し
て
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
は
康
照
四
十
二
、

三
年
に
は

ま
だ
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
、

と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
李
永
祥
氏
も
、
清
代
の
人
間
で
あ
る
蒲
松
齢
が
、
明
代
を
描
写
し
た
た
め
に
起

き
た
と
す
る
、
史
実
と
作
中
の
描
写
と
の
相
違
点
を
指
摘
し
て
、
成
書
年
代
を
清
代
初
期
の
康
照
年
間
と
判
断
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
康
照
年
間
成
書
説
に
対
し
、
都
宗
良
氏
は
、

（
却
）

間
以
前
に
な
る
は
ず
だ
と
し
て
い
る
。

－p

－
e

’
一
－
J
、

J
J’
ふ
J
’
B
I
L

そ
の
根
拠
に
一
つ
一
つ
反
論
を
加
え
て
、
成
書
年
代
の
下
限
は
康
照
年
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以
上
の
各
説
は
い
ず
れ
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、

正
確
な
成
書
年
代
を
確
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

そ
の
上
限
に
つ
い
て
も
、

李
粋
然
が
万
暦
四
十
四
（
一
六
二
ハ
）
年
の
進
士
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
現
在
の
所
、
歴
史
事
実
や
避
詳
の
検
証
に
よ
っ
て
判
断
す
る
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
第
三
十
一
回
に
登
場
す
る
実
在
の
人
物
、

（
却
）

ま
ず
そ
れ
以
上
に
遡
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
下
限
に

つ
い
て
は
、
『
舶
載
書
目
』
に
『
醒
世
姻
縁
伝
』
が
享
保
十
三
（
清
、
薙
正
六
〔
一
七
二
八
〕
）
年
に
日
本
で
検
閲
を
受
け
た
記
録
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
、
孫
楢
第
氏
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
『
顔
氏
家
蔵
尺
臆
』
所
収
の
、
周
在
波
が
顔（

担
）

の
出
版
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
、
徐
復
嶺
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
。

光
敏
へ
宛
て
た
手
紙
の
中
に
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』

以
下
に
該
当
部
分
を
引
く
。



「
：
・
悪
姻
縁
小
説
．
前
呈
五
冊
．
想
己
閲
畢
．
：
・
因
呉
門
近
巳
梓
完
．
来
借
一
封
．
欲
寄
往
耳
．
：
・
」
（
以
前
に
お
渡
し
し
た
『
悪
姻

縁
」
五
冊
、
も
う
御
覧
に
な
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
・
：
近
頃
蘇
州
で
版
木
に
彫
り
終
え
ま
し
た
の
で
、お貸
し
し
た
ひ
と
そ
ろ
い
、

返
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
）
。

現
存
す
る
『
醒
世
姻
縁
伝
』
に
付
さ
れ
て
い
る
東
嶺
学
道
人
の
識
語
に
は
「
此
書
侍
武
林
、
取
正
白
下
」
（
こ
の
本
は
杭
州
よ
り
伝
わ
り
、

南
京
で
校
正
さ
れ
た
）
、
「
原
書
本
名P悪
姻
縁
乙
（
原
書
で
は
『
悪
姻
縁
』
と
い
う
題
名
だ
っ
た
）
と
あ
り
、
周
在
波
の
手
紙
に
言
及
さ
れ

て
い
る
『
悪
姻
縁
』
は
、
「
醒
世
姻
縁
伝
』の
原
本
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
徐
復
嶺
氏
は
、
こ
の
手
紙
が
康
照
二O
年
前
後
に
書
か
れ
、

同
じ
時
期
に
蘇
州
で
重
刻
本
が
出
版
さ
れ
た
と
考
え
、
初
刻
本
が
そ
れ
よ
り
以
前
、
す
な
わ
ち
「
弁
語
」
に
記
さ
れ
た
干
支
「
辛
丑
」
の
う

（
一
六
六
二
年
に
出
版
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
哀
世
碩
氏
は
、
徐
氏
の
発
見
に
更
に
考
証

ち
、
唯
一
該
当
す
る
順
治
十
八

ら
得
た
本
を
底
本
と
し
て
、
周
在
渡
所
蔵
本
で
校
正
し
、
蘇
州
か
ら
出
版
し
た
の
で
は
な
い
か
、

ご
六
六
ご
年
に
紗
本
の
形
で
世
に
広
ま
り
、
康
照
二

O

（
一
六
八
二
年
に
杭
州
の
某
氏
か

（
お
）

と
し
て
い
る
。
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を
加
え
、
原
本
『
悪
姻
縁
』
が
順
治
十
八

徐
復
嶺
氏
の
発
見
は
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
成
書
、
伝
播
、
出
版
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
作
者
説
と
並
ん

こ
れ
ら
の
点
も
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
状
況
で
あ
る
。

で
、以

上
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
作
者
説
、
成
書
年
代
説
に
関
し
て
、
最
近
の
張
清
吉
、
徐
復
嶺
氏
ら
の
研
究
成
果
を
中
心
に
研
究
史
を
概
括

し
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
諸
説
に
対
し
、
筆
者
に
は
現
在
の
所

い
ず
れ
の
説
に
拠
る
べ
き
か
と
い
う
確
証
は
な
い
。
し
か
し
、ま
ず
成
書
年

代
に
関
し
て
は
、
康
照
二
O
年
、
お
そ
く
と
も
顔
光
敏
の
亡
く
な
る
康
照
二
十
五
年
以
前
に
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
と
改
題
す
る
前
の
原
本

『
悪
姻
縁
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。そ
し
て
、
「
弁
語
」
の
環
碧
主
人
の
署
名
中
の
干
支
「
辛
丑
」
の
う
ち
、
康
照
二O



ー
二
五
年
以
前
で
、
成
書
年
代
と
し
て
の
可
能
性
を
有
す
る
年
を
考
え
る
と
、
万
暦
二
十
九

二
六
O

二
年
と
順
治
十
八

（
一
六
六

年
に
絞
ら
れ
て
こ
よ
う
。
更
に
作
中
の
実
在
の
人
物
李
粋
然
が
、
万
暦
四
十
四
（
一
六
二
ハ
）
年
の
進
士
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
「
弁
語
」の
辛
丑
に
該
当
す
る
年
は
、
順
治
十
八
年
し
か
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
先
に
引
い
た
よ
う
に
、
「
弁
語
」
に
は
環
碧
主
人

の
読
後
感
が
表
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
、
物
語
の
発
端
で
あ
る
晃
源
と
妖
狐
と
の
因
縁
や
、
秋
希
陳
が
高
僧
胡
無
臨
調
の
助
力
に
よ
り
、
『
金

剛
経
』
を
一
万
回
唱
え
て
、
悪
業
か
ら
解
脱
す
る
最
終
回
に
も
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
「
弁
語
」
が
書
か
れ
た
順
治
十
八
年
に

は
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
（
「
悪
姻
縁
』
）
は
完
成
し
て
い
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
ま
た
、
成
書
年
代
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
李
粋
然
が
進

士
と
な
っ
た
万
暦
四
十
四
（
一
六
二
ハ
）
年
以
後
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
更
に
そ
の
事
跡
調
査
を
進
め
、
作
中
で
グ
守
道
副
使
。
と

し
て
描
か
れ
る
李
梓
然
が
、
実
際
に
か
守
道
。
で
あ
っ
た
の
は
崇
禎
年
間
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
た
め
、
成
書
年
代
を
崇
禎
以
降
と
し
た
孫

（
お
）

棺
第
氏
の
説
も
、
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
三
十
回
冒
頭
に
お
け
る
、
城
の
守
備
兵
の
殉
死
の
様
や
、
屈

原
、
文
天
祥
と
い
っ
た
殉
国
の
士
を
称
揚
す
る
よ
う
な
描
写
は
、
順
治
元
（
一
六
四
四
）
年
前
後
の
明
清
交
代
期
に
、
作
者
が
実
際
に
目
に

と
の
徐
復
嶺
氏
の
指
摘
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
現
時
点
で
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し
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
、

は
、
筆
者
は
成
書
年
代
を
順
治
元
年
以
降
、
順
治
十
八
年
以
前
の
順
治
年
間
と
推
定
し
た
い
。

ま
た
、
こ
の
推
測
か
ら
作
者
西
周
生
に
つ
い
て
も
、
蒲
松
齢
と
す
る
説
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。
主
観
的
な
判
断
で
は
あ
る
が
、
徐

復
嶺
氏
同
様
、
筆
者
も
順
治
十
八
年
の
時
点
で
二
十
二
歳
の
蒲
松
齢
が
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
大
著
を
著
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
次
に
、
丁
耀
充
説
に
関
し
て
は
、
丁
耀
充
が
恐
妻
を
扱
っ
た
文
学
作
品
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
大
塚
秀
高
氏

の
指
摘
は
、
作
品
の
内
容
か
ら
考
え
て
看
過
で
き
な
い
点
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
大
塚
氏
、
張
清
吉
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
丁
耀
充
が
順
治

十
八
年
頃
か
ら
『
醒
世
姻
縁
伝
」
を
書
き
始
め
、
康
県
五
年
頃
に
完
成
さ
せ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
筆
者
の
推
測
と
年
代
的
に
は
符
合
し
な



い
。
ま
た
、
買
亮
西
説
に
関
し
て
は
、
年
代
的
に
は
符
合
す
る
が
、
ま
だ
作
者
と
断
定
で
き
る
確
実
な
証
拠
は
な
い
。
現
時
点
で
は
、
崇
禎

年
間
か
ら
順
治
年
間
に
在
世
し
た
、
山
東
の
地
理
、
風
俗
、
方
言
に
詳
し
い
人
物
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
の
み
で
あ
る
。

最
後
に
、
作
者
、
成
書
年
代
考
察
に
関
す
る
今
後
の
課
題
と
し
て
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
版
本
に
つ
い
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
い
。
『
醒
世
姻
縁
伝
』
は
現
在
刊
本
で
し
か
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
紗
本
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
表
世
碩

氏
は
、
康
照
二
O
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
杭
州
の
某
氏
所
蔵
本
と
、
周
在
渡
所
蔵
本
の
、
二
種
類
の
紗
本
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
述

べ
て
い
る
が
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
存
す
る
刊
本
に
つ
い
て
は
、
同
徳
堂
刊
本
、
同
治
庚
午
ご
八
七
O
年
）
刊
本
が
代
表
的

な
「
半
葉
十
行
、
毎
行
二
十
五
字
」
の
も
の
と
、
懐
徳
堂
刊
本
が
代
表
的
な
「
半
葉
十
二
行
、
毎
行
二
十
五
字
」
の
も
の
と
の
二
種
類
に
大

末
に
十
行
本
に
は
な
い
評
が
あ
る
な
ど
、
本
文
中
に
十
行
本
と
異
な
る
部
分
が
幾
つ
か
見
ら
れ
、
ま
た
、
巻
頭
の
「
凡
例
」
や
東
嶺
学
道
人
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き
く
分
け
ら
れ
る
。
呉
燕
榔
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
十
二
行
本
は
十
行
本
に
比
べ
康
照
帝
の
詳
の
「
玄
」
字
の
欠
筆
が
多
く
、
第
四
十
九
回

の
識
語
の
な
い
本
も
あ
る
と
い
う
。
更
に
、
最
も
大
き
な
相
違
点
と
し
て
、
成
書
年
代
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
「
弁
語
」
の
干
支
「
辛

丑
」
が
「
戊
子
」
と
な
っ
て
い
る
本
（
山
東
省
立
図
書
館
所
蔵
本
、
天
津
図
書
館
所
蔵
本
）
が
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
天
津
図

書
館
所
蔵
本
で
は
、
「
戊
子
」
の
部
分
に
継
ぎ
張
り
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
と
三
刊
。
こ
の
干
支
の
相
違
に
つ
い
て
、
曹
大
為
氏
は
辛
丑
本

（
却
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
避
語
、
ま
た
干
支
に
関

（
十
行
本
）
を
戊
子
の
年
（
曹
氏
は
乾
隆
三
十
三
年
と
す
る
）
に
翻
刻
し
た
の
で
は
な
い
か
、

し
て
は
、
成
書
年
代
や
各
刊
本
の
刊
行
年
を
推
定
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
手
が
か
り
と
さ
れ
る
だ
け
に
、
今
後
各
刊
本
に
つ
い
て
比
較
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
作
者
像
、
成
書
年
代
に
関
し
、
ま
た
新
た
な
説
が
提
唱
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
し
、
確
定
き
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。



胡
適
の
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
考
証
」
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』の
作
者
と
成
書
年
代
の
考
察
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
が
、

『
醒
世
姻
縁
伝
』
研
究
は
む
ろ
ん
こ
の
方
面
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
思
想
面
、
人
物
面
な
ど
か
ら
の
内
容
分
析
、

『
金
瓶

梅
』
等
、
他
作
品
と
の
比
較
研
究
も
盛
ん
で
あ
り
、
今
後
も
各
方
面
か
ら
の
研
究
が
継
続
、
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

、
王2 

『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
邦
訳
は
ま
だ
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
松
枝
茂
夫
「
醒
世
姻
縁
伝
の
話
」
（
九
州
大
学
『
文
学
研
究
』
三
十
二
号
、

二
年
）
に
詳
し
い
。

『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
研
究
史
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
九
九
O
年
ま
で
の
研
究
を
ま
と
め
た
、
万
建
成
「
六
十
年
来
《
醒
世
姻
縁
伝
》
研
究
綜

述
」
（
「
丈
史
知
識
』
一
九
九
二
年
第
二
期
）
が
あ
る
。

胡
適
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
考
証
」
「
《
〈
醒
世
姻
縁
伝
〉
考
証
》
的
後
記
」
（
『
醒
世
姻
縁
伝
』
全

3

冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
一

月
、
下
冊
、
附
録
二
、
三
）
。

孫
指
第
「
一
封
考
証
《
醒
世
姻
縁
》
的
信
」
（
『
醒
世
姻
縁
伝
」
全3
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
一
月
、
下
冊
、
附
録
六
）
。

徐
北
文
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
簡
論
」
（
『
醒
世
姻
縁
伝
』
全
二
冊
、
斉
魯
書
社
、
一
九
八O年
、
上
冊
）
。
厳
雲
受
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
問

題
補
考
」
（
『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
七
年
第
三
期
）
。
李
永
祥
「
蒲
松
齢
与
《
醒
世
姻
縁
伝
》

l

兼
与
金
性
嘉
同
志
商
権
」
（
『
中
華
文
史

論
叢
』
一
九
八
四
年
第
一
輯
）
。

路
大
荒
「
柳
斎
全
集
中
的
《
醒
世
姻
縁
》
与
《
鼓
詞
集
》
的
作
者
問
題
」
（
『
蒲
松
齢
年
譜
』
斉
魯
書
社
、
一
九
八O年
八
月
。
『
光
明
日
報
』

一
九
五
五
年
、
九
月
四
日
、
副
刊
『
文
学
遺
産
』
第
七
O
期
、
よ
り
転
載
）
。
劉
階
平
「
近
世
坊
間
蒲
氏
偽
書
」
中
の
「
醍
世
姻
縁
」
の
項

（
『
蒲
留
仙
松
齢
先
生
年
譜
』
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
八
月
）
。
田
瑛
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
為
蒲
松
齢
所
作
質
疑
」
（
『
殿
都
学
刊
』
一
九

八
五
年
第
四
期
）
。
ま
た
、
田
氏
は
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
与
蒲
松
齢
作
品
的
比
較
｜
再
談
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
作
者
不
是
蒲
松
齢
」
（
「
殿
都
学

刊
』
一
九
八
八
年
第
一
期
）
で
も
主
に
『
柳
斎
志
異
』
と
の
思
想
面
か
ら
の
比
較
に
よ
り
、
非
蒲
松
齢
説
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
萎

緯
堂
氏
は
「
西
周
生
与
北
京
ー
l

《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
討
論
浅
見
」
（
『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
二
年
第
二
期
）
で
、
作
中
の
北
京
描
写 -55-

一
九
四

3 5 4 6 
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の
詳
細
な
検
証
を
行
い
、
作
者
は
蒲
松
齢
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

金
性
尭
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
非
蒲
松
齢
説
」
（
『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
O
年
第
四
輯
）
。
徐
朔
方
「
論
《
醒
世
姻
縁
伝
》
及
其
和
《
金

瓶
梅
》
的
関
係
」
（
『
小
説
考
信
編
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
十
月
。
『
社
会
科
学
戦
線
』
一
九
八
六
年
第
二
期
、
よ
り
転
載
。
な

お
、
こ
の
時
の
題
名
は
「
論
《
醒
世
姻
縁
伝
》
以
及
古
和
《
金
瓶
梅
》
的
関
係
」
と
な
っ
て
い
る
）
。
こ
の
他
、
衰
世
碩
氏
は
、
章
丘
人
説

に
対
し
、
蒲
松
齢
説
や
丁
耀
充
説
に
比
べ
れ
ば
合
理
的
だ
と
す
る
が
、
疑
わ
し
い
点
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
慎
重
な
態
度
を
と
っ

て
い
る
（
徐
復
嶺
『
醒
世
姻
縁
伝
作
者
和
語
言
考
論
』
、
斉
魯
書
社
、
一
九
九
三
年
八
月
、
済
南
、
の
「
序
」
に
み
え
る
）
。

明
水
鎮
は
、
実
際
に
は
章
丘
県
に
属
し
て
い
る
が
、
作
中
で
は
こ
れ
を
「
誘
江
県
」
に
作
る
。
続
江
は
山
東
省
章
丘
県
を
流
れ
る
清
河
の
別

名
で
あ
り
、
こ
の
河
の
名
を
借
り
て
、
章
丘
県
を
誘
江
県
と
言
い
換
え
て
い
る
（
注
（

4

）
孫
楕
第
、
前
掲
論
文
、
「
一
地
理
」
を
参

照
）
。

本
稿
で
の
『
醒
世
姻
縁
伝
」
の
引
用
は
、
『
醒
世
姻
縁
侍
』
（
全
五
冊
、
古
本
小
説
集
成
第
五
批
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
同
徳

堂
刊
本
影
印
）
に
よ
り
、
句
読
点
等
は
首
都
図
書
館
蔵
同
徳
堂
刊
本
を
底
本
と
す
る
「
醒
世
姻
縁
惇
』
（
全
二
冊
、
翠
沫
校
点
、
斉
魯
書
社
、

一
九
九
四
年
）
に
従
っ
た
。

王
素
存
「
醒
世
姻
縁
作
者
西
周
生
考
」
（
『
大
陸
雑
誌
』
第
十
七
巻
第
三
期
、
一
九
五
八
年
。
後
『
醒
世
姻
縁
伝
』
全
二
冊
、
世
界
書
局
、
台

北
、
一
九
六
O
年
（
一
九
六
八
年
再
版
、
一
九
七
八
年
三
版
）
に
転
載
）
。

張
清
吉
「
『
醒
世
姻
縁
伝
』
作
者
補
証
」
（
『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
五
年
第
一
期
）
も
同
様
の
見
地
か
ら
更
に
詳
細
な
考
証
を
加
え
て
、

こ
の
「
西
周
生
日
邪
皐
門
U
丁
耀
充
」
説
を
唱
え
て
い
る
。

田
瑛
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
新
探
」
（
『
河
南
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
）
』
一
九
八
五
年
第
五
期
）
。
張
清
吉
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
是

丁
耀
充
」
（
『
徐
州
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
）
』
一
九
八
九
年
第
三
期
）
。
大
塚
秀
高
「
丁
耀
充
を
め
ぐ
る
小
説
と
戯
曲
｜
明
末
清
初

に
お
け
る
文
学
の
役
割
に
つ
い
てl
」
（
『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
養
学
部
）
』
第
二
十
七
巻
、
一
九
九
一
年
）
。

中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
十
一
月
、
鄭
州
。

例
え
ば
「
西
周
生
」
に
つ
い
て
、
張
氏
は
い
く
つ
か
説
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
説
で
は
、
『
説
文
解
字
』
の
「
西
、
鳥
在
巣
上
、

象
形
。
日
在
西
方
而
鳥
栖
（
西
は
鳥
が
巣
の
上
に
い
る
姿
を
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、
日
が
西
に
あ
る
と
鳥
が
木
に
と
ま
る
ご
と
の
一
文
を

引
き
、
丁
耀
充
の
号
も
「
野
鶴
」
と
言
い
、
烏
で
あ
る
点
で
通
じ
る
こ
と
、
ま
た
日
が
西
に
あ
る
の
は
明
の
滅
亡
を
指
し
、
「
周
生
」
が
諸
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城
方
言
で
転
生
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
「
西
周
生
」
は
丁
耀
充
が
明
朝
が
滅
ん
だ
後
、
清
朝
に
仕
え
た
我
が
身
を
な
ぞ
ら
え
た
筆
名
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
「
然
葉
子
」
に
つ
い
て
は
、
張
氏
は
、
ま
ず
晋
の
王
嘉
『
拾
遺
記
』
巻
六
を
引
き
、
「
然
襲
」
と
い
う
言
葉
の
故
事
（
前
漢

の
儒
者
劉
向
が
或
夜
宮
中
の
天
禄
閣
で
読
書
し
て
い
る
と
、
太
一
精
（
星
の
名
）
と
称
す
る
、
青
葉
の
杖
を
突
い
た
老
人
が
現
れ
、
杖
端
を

吹
い
て
火
を
出
し
、
そ
れ
で
照
ら
し
つ
つ
劉
向
に
古
書
を
教
え
た
と
い
う
）
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
丁
季
佳
の
字
「
夢
白
」
が
、
明
の
文

人
越
グ
南
星
。
の
字
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
字
は
星
を
表
す
も
の
と
す
る
。
更
に
、
丁
孝
佳
が
足
が
悪
か
っ
た
た
め
杖
を
突
い
て
い

た
と
い
う
点
が
、
故
事
中
の
太
一
精
が
慕
の
杖
を
突
い
て
い
た
こ
と
と
一
致
す
る
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
「
然
襲
」
の
「
然
」
に
火
偏
が

な
い
こ
と
は
明
の
滅
亡
を
指
し
、
「
然
葉
子
」
は
明
の
遺
民
を
表
す
と
す
る
。
以
上
の
、
丁
芳
佳
が
明
の
遺
民
で
あ
り
、
そ
の
字
が
星
を
表

し
、
風
貌
が
故
事
中
の
太
一
精
と
一
致
す
る
点
か
ら
、
「
然
慕
子
」
は
丁
4
3佳
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

張
氏
は
こ
こ
で
は
作
中
か
ら
二
十
九
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
後
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
再
補
証
」
（
「
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
七
年

第
三
期
）
で
更
に
二
つ
の
事
例
を
挙
げ
て
、
本
事
の
面
か
ら
の
作
者
丁
耀
充
説
の
補
強
を
図
っ
て
い
る
。

徐
復
嶺
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
丁
耀
充
説
平
議
」
（
『
醒
世
姻
縁
伝
作
者
和
語
言
考
論
』
斉
魯
書
社
、
一
九
九
三
年
、
八
月
、
済
南
）
。
孫
玉

明
又
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
グ
丁
耀
充
説
。
駁
議
」
（
『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）
。

徐
復
嶺
、
注
（
日
）
前
掲
書
参
照
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
徐
氏
が
以
前
に
発
表
し
た
論
文
を
挙
げ
て
お
く
。
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
成
書
卦
順
治

年
間
｜
該
書
作
者
考
排
之
こ
（
「
済
寧
師
専
学
報
』
一
九
九
O
年
第
三
期
）
。
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
系
充
州
府
人
所
作
｜
該
書
作
者
考
排
之
二
」

向
上
。
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
作
者
是
買
亮
西
｜
該
書
作
者
考
排
之
三
」
向
上
。
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
注
釈
補
議
」
（
『
中
華
文
史
論
叢
」
第
四
十

七
輯
、
一
九
九
一
年
五
月
）
。
「
《
〈
醒
世
姻
縁
伝
〉
成
書
於
順
治
年
間
》
補
証
」
（
『
済
寧
師
専
学
報
」
一
九
九
一
年
第
一
期
。
未
見
）
。
「
従
言

語
特
征
看
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
作
者
是
買
亮
西
｜
該
書
作
者
考
排
之
四
」
（
向
上
、
一
九
九
二
年
第
一
期
。
未
見
）
。
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者

丁
耀
充
説
平
議
｜
該
書
作
者
考
排
之
五
」
（
向
上
、
一
九
九
三
年
第
二
期
。
未
見
）
。

例
え
ば
、
作
中
で
は
武
城
県
に
「
王
府
」
が
あ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
明
代
に
武
城
県
に
王
府
は
な
く
、
充
州
府
滋
陽
域
内
に
「
魯

王
府
」
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
六
十
三
回
で
「
隣
邦
新
泰
県
人
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
が
、
こ
の
時
舞
台
と
な
っ
て
い
た
誘
江
（
章
丘
）

県
は
新
泰
県
と
同
じ
済
南
府
に
属
す
も
の
の
、
隣
接
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
新
泰
県
の
南
境
は
充
州
府
と
接
し
て
お
り
、
「
隣
邦
」

と
言
え
る
、
等
。

例
え
ば
、
「
西
周
生
」
に
つ
い
て
は
、
徐
氏
は
ま
ず
「
元
和
姓
纂
』
を
引
き
、
買
氏
は
周
の
武
王
の
子
、
唐
叔
虞
の
息
子
が
買
に
封
ぜ
ら
れ
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（
初
）

（
幻
）

（
幻
）

た
事
に
始
ま
る
と
す
る
。
続
い
て
買
亮
西
の
号
、
「
亮
西
」
が
「
亮
烏
」
（
県
令
が
官
を
去
る
と
い
う
意
味
）
と
音
通
す
る
こ
と
を
考
え
併
せ

て
、
「
買
亮
西
」
の
名
は
「
買
氏
の
子
孫
が
西
周
に
帰
す
」
の
意
味
で
あ
り
、
「
西
周
生
」
と
通
じ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
然
葉
子
」
に

つ
い
て
は
、
丁
耀
充
の
名
の
「
充
」
は
二
十
八
宿
の
「
充
宿
」
か
ら
命
名
さ
れ
て
お
り
、
星
の
名
と
い
う
点
で
「
然
慕
」
の
故
事
（
注

（M
）
参
照
）
の
太
一
精
と
符
合
す
る
点
、
更
に
買
亮
西
の
自
著
『
潅
圃
恒
言
』
、
孔
尚
任
の
『
木
皮
散
客
伝
』
に
丁
耀
充
が
買
亮
西
の
作
品

を
校
訂
し
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

「
論
《
醒
世
姻
縁
伝
》
及
其
和
《
金
瓶
梅
》
的
関
係
後
記
」
（
『
小
説
考
信
編
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
十
月
）
。

王
立
鵬
「
従
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
思
想
内
容
和
結
構
看
其
作
者
」
（
『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
七
年
第
三
期
）
。

王
主
義
「
《
醒
世
姻
縁
》
的
成
書
年
代
」
（
「
光
明
日
報
』
一
九
六
一
年
五
月
二
十
八
日
、
副
刊
『
文
学
遺
産
』
第
三
六
五
期
）
。
曹
大
為

「
《
醒
世
姻
縁
》
的
版
本
源
流
和
成
書
年
代
」
（
『
文
史
』
第
二
十
三
輯
、
一
九
八
四
年
）
。
ま
た
、
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
於
明
末
排
」
（
「
北
京

師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
）
』
一
九
八
八
年
第
四
期
）
、
で
も
李
永
祥
、
徐
朔
方
氏
ら
の
清
代
成
書
説
に
反
論
す
る
形
で
、
明
末
成
書
説
を

主
張
し
て
い
る
。
胡
万
川
「
関
於
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
成
書
年
代
」
（
『
話
本
小
説
輿
才
子
佳
人
小
説
之
研
究
』
大
安
出
版
社
、
一
九
九
四
年

一
一
月
、
台
北
。
『
国
文
天
地
』
七
巻
八
期
、
一
九
九
二
年
一
月
、
よ
り
転
載
）
。

田
瑛
「
也
談
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
成
書
年
代
」
（
「
殿
都
学
刊
（
安
陽
師
専
学
報
）
』
一
九
八
六
年
第
二
期
）
。

徐
朔
方
、
注
（
7

）
前
掲
論
文
参
照
。

張
清
吉
、
注
（
日
）
前
掲
書
、
「
第
七
章
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
成
書
年
代
」
参
照
。
大
塚
秀
吉
岡
、
注
（
ロ
）
前
掲
論
文
参
照
。

徐
復
嶺
、
注
（
日
）
前
掲
書
、
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
作
者
丁
耀
克
説
平
議
」
の
「
一
、
関
於
該
書
的
成
書
年
代
問
題
」
参
照
。

孫
措
第
、
注
（
4

）
前
掲
論
文
参
照
。
胡
適
、
注
（
3

）
前
掲
論
文
参
照
。
李
永
祥
、
注
（
五
）
前
掲
論
文
参
照
。

都
宗
良
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
成
書
説
駁
議
｜
《
醒
世
姻
縁
伝
》
写
作
年
代
考
之
こ
（
『
社
会
科
学
』
一
九
八
九
年
第
六
期
）
。

『
河
内
牒
志
』
巻
之
三
「
人
物
」
（
東
洋
文
庫
蔵
『
河
内
牒
志
』
第
三
冊
、
康
照
三
十
二
年
序
刊
本
）
。

大
庭
情
編
著
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
舶
載
書
目
附
解
題
（
下
）
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
七
二
年
、
「
巻
三O
、
一
二
ご
二
八
、

二
九
葉
）
。
孫
措
第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
。

『
顔
氏
家
蔵
尺
臆
』
巻
三
「
周
経
歴
在
波
」
（
『
顔
氏
家
蔵
尺
臆
附
姓
氏
考
（
二
）
』
叢
書
集
成
初
編
、
二
九
七
一
披
、
上
海
商
務
印
書
館
）
。

徐
復
嶺
、
注
（
日
）
前
掲
書
、
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
成
書
於
順
治
年
間
」
参
照
。

（
お
）

(M
) 

（
お
）

（
お
）

（
幻
）

（
お
）

（
却
）

（
初
）
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周
在
捜
の
手
紙
の
冒
頭
に
「
聞
台
駕
有
異
州
及
勾
曲
之
行
」
（
あ
な
た
〔
顔
光
敏
〕
が
真
州
、
句
曲
を
旅
行
中
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
し
た
）

と
あ
り
、
徐
復
嶺
氏
と
衰
世
碩
氏
は
こ
れ
を
康
照
二
O
年
の
こ
と
と
す
る
。
両
氏
が
何
の
資
料
に
拠
っ
た
か
は
不
明
。
待
考
。
た
だ
、
顔
光

敏
は
康
照
二
十
五
（
一
六
八
六
）
年
に
四
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
『
清
史
列
侍
』
巻
七
O
）
、
成
書
年
代
の
下
限
は
康
照
二

十
五
年
以
前
と
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

哀
氏
は
、
周
在
竣
の
父
周
良
工
が
、
康
照
年
間
初
め
に
山
東
青
州
の
海
防
道
を
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら
（
『
清
史
列
侍
』
巻
七
九
に
「
康
県

元
年
部
議
復
亮
工
余
事
道
職
起
補
山
東
青
州
海
防
道
」
と
あ
る
）
、
周
在
竣
の
所
蔵
し
て
い
た
紗
本
は
、
山
東
で
得
た
も
の
で
、
間
違
い
が

比
較
的
少
な
い
本
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
成
書
、
初
刊
年
代
」
（
「
稗
辺
噴
記
四
則
」
の
一
則
）
（
羽
中

国
古
代
小
説
国
際
研
討
会
学
術
委
員
会
編
『
m
m中
国
古
代
小
説
国
際
研
討
会
論
文
集
』
開
明
出
版
社
、
一
九
九
六
年
七
月
、
北
京
）
。
注

（7
）
前
掲
、
徐
復
嶺
『
醒
世
姻
縁
伝
作
者
和
語
言
考
論
』
の
「
序
」
参
照
。

な
お
、
『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
成
書
年
代
に
関
し
、
版
本
の
問
題
も
含
め
て
論
じ
た
も
の
に
、
曹
大
為
、
注
（
幻
）
前
掲
「
《
醒
世
姻
縁
》
的
版

本
源
流
和
成
書
年
代
」
、
現
存
す
る
版
本
を
十
行
本
と
十
二
行
本
の
系
統
に
分
類
し
、
調
査
し
た
呉
燕
榔
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
的
版
本
問
題
」

（
『
中
外
文
学
」
第
十
七
巻
第
二
期
）
、
が
あ
る
。

孫
措
第
、
注
（
4

）
前
掲
論
文
、
「
三
人
物
」
参
照
。

徐
復
嶺
、
注
（
凶
）
前
掲
書
、
「
《
醒
世
姻
縁
伝
》
成
書
於
順
治
年
間
」
参
照
。

注
（
お
）
参
照
。

呉
燕
郷
、
注
（
M
）
前
掲
論
文
参
照
。

曹
大
為
、
注
（
幻
）
前
掲
「
《
醒
世
姻
縁
》
的
版
本
源
流
和
成
書
年
代
」
参
照
。
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